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1. はじめに 
光通信システムやネットワークの分野への

シリコンフォトニクスの応用において、偏光回

転やモード変換器は重要な要素である。特に出

力光の偏光モードを制御可能な TE-TM モード

変換器は需要が高い[1]。 
TE モードと TM モードの入力光をそれぞれ

逆位相のTMモードと同位相のTMモードに変

換し、2 の導波路に分割する新しい 3 dB モー

ド分波・変換器を提案した[2]。本研究では、

これを用いて可変 TE-TM モード変換器を提案

する。 

2. 動作原理 
図 1 に 3 dB モード分波・変換器の上面図と

モード変換の様子を示す。コアは Si 導波路、

下層クラッドは SiO2、上層クラッドは磁気光

学材料の Ce:YIG をボンディング法により Si
導波路上に貼り付ける。ここで TEc と TMc は

中央導波路の閉じ込めが強いモードを、TMs-OP

と TMs-IP はサイド導波路の閉じ込めが強いモ

ードを示しており、OP と IP はそれぞれ逆位相

と同位相であることを示している。 
図 1(a)は TE モードを入射したときの伝搬の

様子を示しており、1 段目と 3 段目のテーパで

はほとんどモード変換は起こらず、2 段目のテ

ーパで TEc→TMs-OP のモード変換が起き、最終

的には逆位相の TM モード（TMOP）で出射さ

れる。図 1(b)は TM モードを入射したときの伝

搬の様子を示しており、1 段目と 3 段目のテー

パで段階的に TMc→TMs-IP への分割が起き、最

終的には同位相の TM モード（TMIP）で出射

される。 

3. MZI デバイスへの応用 
2 つの 3 dB モード分波・変換器を組み合わ

せたマッハ・ツェンダー干計（MZI）により、

可変 TE-TM モード変換器が構成できる。MZI
の上部の導波路の屈折率を Δn だけ増加させ、

2 本の干渉導波路間に位相差を与えることで

図 2 のように出力光のモードを制御できる。導

波路間の位相差は、磁気光学材料の Ce:YIG 層

の磁気光学効果によっても与えることができ

るので、磁気光学デバイスへの応用も可能であ

る。 

 

 
Fig. 1. Top view of 3-steps taper for (a) mode 
conversion from input TE mode and (b) mode split 
from input TM mode. 

 
Fig. 2. Simulation result of tunable TE-TM mode 
converter. 
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